
座学での学習内容に基づ

き哺乳類生殖器の構造を

観察するほか、生殖細胞の

実験的操作により個体が

始まる仕組みについて理

解を深めます。細かい顕微

鏡下操作もじっくり行うこ

とができます。

3 年次

動物繁殖学実習

カリキュラム（一部抜粋）

1年次

産業・実験動物を中心として、
動物科学に必要な知識を学びます。

2年次

専門分野の講義・実習で、
動物科学を体系的に学びます。

3年次

研究室を選択して、
専門分野を深めていきます。

4年次

動物科学の発展や問題解決に
寄与する卒業論文を作成します。

卒業論文

必修科目

野生動物学概論
コンパニオンアニマル論
動物福祉・倫理論
有機農業論
乳・肉用家畜論
総合文化講座

PCソフトウェア実習Ⅱ
スポーツ実技
動物生体機構学実習

数学Ⅰ・Ⅱ
生物学Ⅰ・Ⅱ
化学Ⅰ・Ⅱ
物理学Ⅰ・Ⅱ
国語表現法
国文学
経済学

English Listening（A）
English Listening（B）
English ReadingⅠ（A）
English ReadingⅠ（B）

選択科目

第一類 第二類 第三類 外国語
生物統計学
畜産施設論
応用生化学
動物遺伝学
地域環境保全論
健康科学
内分泌学
動物生殖機能学
生体防御学
応用実験動物学

動物科学学外実習Ⅰ
人間動物関係論実習
農場実習
財務・会計演習
国際交流実習
基礎分析化学実習

有機化学
化学実験
生物学実験
歴史学
心理学

English ReadingⅡ（A）
English ReadingⅡ（B）
EnglishCommunicationⅠ（A）
EnglishCommunicationⅠ（B）
仏語Ⅰ・Ⅱ
独語Ⅰ・Ⅱ
中国語Ⅰ・Ⅱ

選択科目

第一類 第二類 第三類 外国語
卒業論文入門 畜産経営調査実習

文献ゼミⅠ・Ⅱ
食料・農業・農村調査実習
畜産物利用学実習

法学

第一類 第二類 第三類

選択科目

動物資源科学概論
人間動物関係論
農業経営経済原論

動物生体機構学
基礎実験動物学
PCソフトウェア実習Ⅰ

必修科目

フレッシュ・ゼミ
基礎生化学
基礎生理学

Webシラバスは
こちらから

動物栄養学
動物繁殖学

農業資源経済学
動物育種学

必修科目

飼養学
動物管理学

キャリア形成支援講座
農業政策論
草地学
動物遺伝子工学
動物発生工学
動物薬理学
食品衛生学概論
農村社会学
動物生産システム論
畜産物利用学
飼料利用学

スポーツ野外活動
動物科学学外実習Ⅱ
飼養学実習
動物生化学実習
動物繁殖学実習
実験動物学実習
動物育種学実習
分子生理学実習
動物防疫学実習

哲学 English CommunicationⅡ（A）
English CommunicationⅡ（B）
English Proficiency Tests

第一類 第二類 第三類 外国語

選択科目

鳥類家禽論
動物防疫学

動物微生物学 動物飼育管理実習

必修科目

動物産業経営学 専門英語Ⅰ・Ⅱ

実験動物一級技術者資格

実験動物一級技術者資格は、（公社）日本実験動物協会が認定す

る実験動物に関わる職域においては社会的評価が高い資格で

す。以前は一定の実務経験を積んだ社会人のみに受験資格があ

りましたが、2005年より協会認定校の大学生も受験が可能と

なりました。認定校になるにはカリキュラムや実験動物施設の

充実が必要であり、現在でも全国で13校（15学科）のみとなっ

ております。本学の動物科学科ではこの制度ができてすぐに認

定校となり、2006年から連続で合格者を輩出する全国屈指の

実績を誇ります。資格試験は学科試験に合格した受験生のみが

2カ月後の実地試験に進みますが、本学科では学科試験は授業に

おいて、実地試験は特別に講習会を開催して全面的にサポート

しています。また、本学は毎年一級および二級の実験動物技術

者試験会場となっており、本学で受験できるというのも日頃の

実力を発揮できる理由かもしれません。この資格を得た学生は

医科系の大学や研究所の動物実験施設、大手の製薬企業や実験

動物産業で活躍しています。

TOPICS

畜産経営調査実習

本学科では私たちの生活に身近な動物に関し

て、自然科学と社会科学の両側面から学びます。

このような教育・研究体制を敷いているのは国

内でも極めてまれです。なかでも４年次前期の

「畜産経営調査実習」は社会科学教育の集大成で

す。テーマを定め調査地を選定し、実際に農家に

出向いてヒアリングを実施し、議論のうえで結

果をとりまとめ、報告書を作成して調査農家や

地域の農協・行政にフィードバックしています。

その的確な内容は大変喜ばれています。調査地

は毎年変わり、2023年度は静岡県富士宮市の

酪農の現状と課題について明らかにしました。

TOPICS学びを深め、実践力を高めるさまざまな実習を行っています。

動物の形態を理解する解

剖学の実習です。骨標本や

臓器標本、顕微鏡を用いた

細胞・組織の観察を行いま

す。小動物、大動物、ニワト

リなどの動物種を対象にし

ており、動物科学の専門性

を深めていくための基盤と

なります。

1 年次

動物生体機構学実習
動物科学に必要となる基

礎的な分析機器の操作方

法の習得やデータの統計

解析、任用資格に関する事

柄を学びます。毎回、各研

究室の教員がそれぞれの専

門分野について実習を指導

するのが特徴です。

2 年次

基礎分析化学実習

日獣の
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座学での学習内容に基づ

き哺乳類生殖器の構造を

観察するほか、生殖細胞の

実験的操作により個体が

始まる仕組みについて理

解を深めます。細かい顕微

鏡下操作もじっくり行うこ

とができます。

3 年次

動物繁殖学実習
動物飼育、生産分野、医療

分析検査、動物社会科学に

関連する研究テーマについ

て卒業論文発表を行いま

す。自ら積極的に思考し、

取り組み多くの学びを得る

機会として、動物科学科に

おける教育・研究の集大成

として位置付けています。

4 年次

卒業論文発表会
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